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去
る
八
月
二
十
二
日
、
白
石
東
中
学
校
の
起
工
式
が
行
な
わ
れ
、
市
酬
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踊
長
を
は
じ
め
、
議
長
や
工
事
関
係
者
が
ク
ワ
入
れ
を
し
て
、
工
事
の
安
鋤
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榊
校
舎
の
完
成
予
定
は
六
±
犀
八
貝
開
校
は
六
＋
三
茜
月
の
予
糊

㎜
定
で
す
。
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新
校
舎
は
、
総
工
事
費
約
七
億
二

干
四
百
万
円
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
建
て
で
、
床
面
積
は
約
五
千
二

百
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　
校
舎
に
は
、
普
通
教
室
十
五
・
特

別
教
室
十
・
会
議
室
・
校
長
室
・
職

員
室
・
事
務
室
・
印
刷
室
・
保
健
室
・

資
料
室
・
教
材
室
・
放
送
室
・
生
徒

会
室
を
設
け
、
生
徒
の
特
性
を
生
か

す
多
様
な
学
習
指
導
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
設
計
し
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
各
階
ご
と
の
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
　
轟
』
騒
、

式工起

c
輻
轡
　
　
き
、

蕊
麟
諄
、
・
騨
乞
該
露
へ
－

饗
一
■
も
菅
£
，
　
窺
姻
』

蝋
牌

　
曳
　
　
，
、
ノ

’
矯

一　
療

　
　
　
　
、
触
、
、
、
、
、
、
吐
㌧
、

　
　
　
　
　

　
　
　
》
～
　
、
　
ノ
　
P
　
一
　
　
』
．

　
～
，
『

臨巨樋

は
、
作
品
展
示
や
学
年
集
会
、
談
話

室
と
し
て
も
利
用
で
き
、
第
三
の
教

室
と
し
て
学
校
生
活
に
ゆ
と
り
を
も

た
ら
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
東
中
学
校
の
通
学
区
域
は
、
現
在

の
大
鷹
沢
中
学
校
の
全
通
学
区
域
と

臼
石
中
学
校
の
通
学
区
域
か
ら
小
下

倉
と
大
平
を
除
い
た
東
北
本
線
の
東

側
の
地
域
と
な
り
ま
す
。

　
今
、
工
事
現
場
で
は
校
舎
の
基
礎

工
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

臨
げ

　　　　　　　　　　　　　　　　　騒

　去る8月22日、東中学校の起工式が厳かにとりお

こなわれ、工事中の安全祈願をしました。

　市長のあいさつに「市民の悲願でもある東中学校

を無事故でりっぱな建物につくってください」と要

望されました。
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知
っ
て
お
き
た
い

　
　
森
林
の
は
た
ら
き
②

　
　
前
号
で
は
災
害
の
発
生
を
防
ぐ
森
林
の
働
き
に
つ
い
て
述
べ
ま

　
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
森
林
に
は
重
要
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
重
油
等
の
大
量
消
費
、
つ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空
気
中
の
酸
素
の
大
量
消
費
と
各
種

生
活
環
境
を
守
る
　
酸
化
物
の
放
出
を
も
た
ら
し
・
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
の
悪
化
を
招
き
ま
し
た
。

　
日
本
は
、
明
治
か
ら
百
年
の
間
に

人
口
が
三
千
三
百
万
人
か
ら
一
億
一

千
万
人
と
三
倍
以
上
に
増
え
ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
都
市
の
面
積
が
拡

大
し
、
工
業
も
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

都
市
の
拡
大
は
森
林
面
積
を
減
ら
し

工
業
の
発
展
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
の

森林面積は国土の67％

　
植
物
は
日
中
に
二
酸
化
炭
素
を
吸

収
し
、
炭
酸
同
化
を
し
酸
素
を
放
出

す
る
働
き
の
あ
る
こ
と
を
小
学
生
の

と
き
に
学
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
森

林
は
二
酸
化
炭
素
を
酸
素
に
変
え
る

巨
大
な
工
場
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
ま
た
森
林
に
は
騒
音
を
防
ぐ
働
き

一
て

　　国有林森1臥

　　　　〔31％1　休

国土面債　　　　　”『

3，775k㎡面
100％　民　Ill
　　　　　　　　　積

多・林瀞

の

他
　
％　99

9♂

、

も
あ
り
ま
す
。
東
北
縦
貫
自
動
車
道

の
両
側
に
植
樹
さ
れ
て
い
る
の
も
、

工
場
の
周
囲
に
木
を
植
え
る
の
も
こ

の
た
め
で
す
。

　
緑
は
私
た
ち
に
「
や
す
ら
ぎ
」
や

「
安
心
感
」
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

学
校
や
病
院
、
個
人
の
家
に
植
樹
す

る
の
も
疲
れ
た
心
を
い
や
す
た
め
な

の
で
す
。

保
健
林
養
の
た
め
に

　
我
が
国
の
人
口
の
約
六
割
は
都
市

部
で
生
活
し
て
お
り
、
社
会
が
発
展

し
、
生
活
が
豊
か
に
な
る
と
緑
に
対

す
る
要
求
が
ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま

す
。
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン

プ
等
に
出
か
け
る
人
び
と
が
年
ご
と

に
増
え
て
い
ま
す
。

　
特
に
風
景
の
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
は
、

国
立
公
園
・
国
定
公
園
な
ど
に
指
定

し
、
自
然
休
養
林
・
県
民
の
森
な
ど

も
つ
く
っ
て
、
森
林
で
の
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
国
立
公
園
二
百
二

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
国
定
公
園
百
十
五

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
都
道
府
県
立
公
園

二
百
三
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
自
然
休
養

林
な
ど
が
五
十
六
万
ヘ
ク
ダ
ー
ル
、

こ
れ
ら
の
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
森

林
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
約
九
億

八
千
万
人
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
は
野
鳥
や
け
も
の
の

生
活
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
鳥
の

さ
え
ず
り
や
小
動
物
の
か
わ
い
い
仕

草
は
私
た
ち
の
心
に
潤
い
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。

森
林
の
公
益
的
機
能

　
木
材
な
ど
の
生
産
物
は
所
有
者
が

使
っ
た
り
売
っ
た
り
で
き
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
森
林
の
働
き
は
売
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
国
や

社
会
に
と
っ
て
は
大
変
大
切
な
働
き

森林の40％が人工林

、
－
｝

な
の
で
「
森
林
の
公
益
的
機
能
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　
林
野
庁
で
は
、
森
林
の
公
益
的
機

能
を
計
量
化
す
る
た
め
『
み
ど
り
の

効
果
調
査
』
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
昭
和
五
十
二
年
の
お

金
に
換
算
し
て
、
わ
が
国
の
森
林
の

①
水
資
源
か
ん
養
、
（
吻
壬
砂
流
出
防

止
、
（
③
土
砂
崩
壊
防
止
、
（
幽
）
保
健
休

養
、
⑤
野
生
鳥
獣
保
護
、
⑥
酸
素
供

給
、
大
気
浄
化
の
は
た
ら
き
を
計
算

す
る
と
、
一
年
間
に
約
二
十
一
兆
五

千
億
円
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
森
林
が
ど
ん

な
に
大
切
な
も
の
か
わ
か
る
で
し
ょ

ン
つ
o

、蕩淀マ

撫
≦
』
一
『

「
、
…
『
ヒ
、

ぞ

　　㌧号←1

‘寒二尋毒十塾

資料1林野庁業務統計

　注：森林資源の現況は59年3月末現在の数値である
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智
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全
国
防
犯
運
動
は
、
十
月
十
一
日

か
ら
十
月
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
、

　
「
自
動
車
盗
そ
の
他
の
乗
物
盗
の
防

止
」
を
最
重
点
と
し
、
あ
わ
せ
て
「
侵

入
盗
の
防
止
」
、
「
少
年
非
行
の
防
止
」

を
重
点
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
民
み
ん
な
で
こ
の
運
動
に
参
加

し
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
〃
”

　
自
動
車
盗
ヒ
の
他
の

　
　
　
　
　
．
乗
物
。
の
防
止

－
愛
車
へ
の
　
い
た
わ
り
示
す

　
　
　
　
　
　
　
ド
ア
ロ
ッ
ク
ー

　
極
左
暴
力
集
団
に
よ
る
「
テ
ロ
」
、

「
ゲ
リ
ラ
」
や
銀
行
強
盗
等
の
凶
悪

犯
罪
に
使
わ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
自

動
車
盗
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
車
を
離
れ
る
と
き
の
ド
ア
ロ
ッ
ク
、

ス
イ
ッ
チ
抜
取
り
を
励
行
し
、
愛
車

を
盗
難
か
ら
守
り
、
盗
難
車
両
を
使

っ
た
凶
悪
犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
ま

し
よ
》
フ
o

　
侵
入
盗
’
空
き
巣
、
ア
々
・
し
み
等
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
防
止

－
防
犯
は
　
日
ご
と

　
　
　
　
家
ご
と
　
地
域
ご
と
1

　
空
き
巣
や
忍
び
込
み
は
、
強
盗
等

の
凶
悪
な
犯
罪
に
発
展
し
や
す
い
極

め
て
危
険
な
犯
罪
で
す
。

　
外
出
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
鍵
か

け
を
励
行
す
る
と
と
も
に
、
隣
・
近

所
に
対
す
る
声
か
け
運
動
を
推
進
し

ま
し
よ
う
。

　
ジ
無
ト
い
弄
　
　
．
，
－
砲

ー
ふ
れ
あ
い
と

　
　
対
話
が
育
て
る
　
子
の
未
来
－

　
少
年
非
行
は
、
二
年
連
続
し
て
二

万
人
台
を
超
え
、
依
然
高
い
水
準
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
社

会
の
享
楽
的
風
潮
を
反
映
し
た
性
産

業
の
出
現
や
有
害
図
書
の
氾
濫
等
、

少
年
を
取
り
巻
く
環
境
の
悪
化
が
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
有
害
環
境
を
浄
化

し
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
明
る
い
家
庭

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
藪

　
　
　
　
　
　
眺
．
灘

　
　
缶
〕
巳
ゆ
＼
　
ノ
！
卜

　
　
陶
ち
ノ
戸
ー
・

　
防
犯
意
識
の
高
揚
、
普
及
を
図
る

た
め
防
犯
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
十
月
十
一
日
出
午
後
一
時
～

▼
コ
ー
ス
　
臼
一
小
ー
白
石
駅
前

極
左
暴
力
集
団
に

　
　
　
　
厳
し
い
監
視
の
目
を
！

　
極
左
暴
力
集
団
は
、
日
本
の
民
主

主
義
体
制
を
暴
力
に
よ
っ
て
破
壊
し

よ
う
と
過
激
な
闘
争
を
行
っ
て
い
ま

す
。　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
極
左

暴
力
集
団
に
よ
る
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
事

件
が
再
び
増
加
し
、
特
に
、
東
京
サ

ミ
ッ
ト
開
催
中
の
今
年
五
月
四
日
に

は
、
新
宿
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
五

発
の
爆
発
物
を
発
射
し
た
ほ
か
、
皇

居
、
米
国
大
使
館
、
警
察
施
設
等
に

対
す
る
ゲ
リ
ラ
事
件
を
起
こ
し
、
国

騨　
　
近
所
に
二
尺
な
入
は

　
　
　
住
ん
f
、
し
ま
せ
汽
力

　
○
転
居
し
て
来
た
と
き
、
家
財
道
具

　
か
極
端
に
少
な
く
、
各
種
の
工
具
類

　を

運
び
込
ん
だ
。

　○入

居
早
々
、
ド
ア
や
窓
の
カ
ギ
を

　
取
り
替
え
た
り
、
補
強
し
た
。

　○

玄
関
□
を
家
具
等
で
狭
く
し
た
り
、

　
力
ー
テ
ン
な
と
を
し
て
．
室
内
を
の

　ぞ

か
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　○

訪
問
者
か
ノ
ッ
ク
や
フ
ザ
ー
て
合

図
し
た
り
、
出
入
り
の
際
必
要
以
上

　に

周
囲
を
警
戒
す
る
，

　
○
室
内
て
物
を
改
造
す
る
金
属
音
か

　
し
た
り
．
化
学
薬
品
の
臭
い
が
す
る
。

　
○
あ
い
さ
つ
は
す
る
が
、
隣
近
所
に

深
く
交
際
す
る
人
も
な
く
、
何
と
な

　
丈
違
和
感
か
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
　
　
　
　
　
　
＼
，

　
　
　
　
沈
撰
学

　
　
　
　
愉
口
麟
「
、
一

民
生
活
に
大
き
な
不
安
を
与
え
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
極
左
暴
力
集
団
は
、

善
良
な
市
民
を
装
い
、
ア
パ
ー
ト
、

マ
ン
シ
ョ
ン
、
借
家
な
ど
に
住
み
、

爆
発
物
を
造
っ
た
り
、
ゲ
リ
ラ
事
件

を
起
こ
す
機
会
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
事
件
、
事
故
の
な
い
平
穏
な
生
活

を
守
る
た
め
、
極
左
暴
力
集
団
に
対

し
て
”
厳
し
い
監
視
の
目
”
を
持
ち

ま
し
よ
う
。

不
審
な
人
を
見
か
け
た
ら
通
報
を

　
公
共
施
設
周
辺
や
皆
さ
ん
の
隣
近

所
で
、
不
審
な
人
や
車
を
見
か
け
た

と
き
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
・
派
出

所
・
駐
在
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
一
人
ひ
と
り
の
“
厳
し
い
監

視
の
目
”
で
、
悪
質
、
凶
悪
な
テ
ロ
、

ゲ
リ
ラ
事
件
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
〃
”

　
白
石
警
察
署
a
五
－
二
一
三
八
㈹

特
別
給
付
金
の
お
知
ら
せ

　
戦
傷
病
者
・
戦
没
者
等
の
妻
の
方

に
特
別
給
付
金
（
国
債
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
次
に
該
当
す
る
方
は
、
請

求
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭

　
和
五
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
新

　
た
に
戦
傷
病
者
等
の
妻
と
な
っ
た

　
方
（
②
の
該
当
者
を
除
く
。
）

②
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
昭

　
和
五
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
に
新

　
た
に
満
州
事
変
戦
傷
病
者
等
の
妻

　
と
な
っ
た
方

③
現
に
戦
傷
病
者
等
の
妻
と
し
て
特

　
別
給
付
金
を
受
け
る
権
利
を
取
得

　
し
て
い
る
方

④
現
に
戦
傷
病
者
等
の
妻
と
し
て
、

　
特
別
給
付
金
を
受
け
て
い
る
方
で
、

　
当
該
戦
傷
病
者
等
が
昭
和
五
十
八

　
年
四
月
一
日
前
に
平
病
死
し
、
現

　
在
償
還
中
の
国
債
の
償
還
を
完
了

　
さ
れ
た
方

⑤
戦
傷
病
者
等
が
、
昭
和
五
十
八
年

　
四
月
一
日
前
に
お
い
て
公
務
傷
病

　
等
に
よ
り
死
亡
し
、
特
別
給
付
金

　
国
債
の
償
還
が
終
了
し
た
時
公
務

　
扶
助
料
等
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方

　
囲
こ
こ
で
い
う
戦
傷
病
者
等
と
は

　
　
恩
給
法
等
の
第
五
款
症
以
上
の

　
　
方
で
す
。

　
詳
し
く
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
総
　
5

務
係
智
田
－
二
］
一
一
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線
一
四
九
へ
。



／
ぼ
隠
の
街
の
会
社
訪
問

応

固
太
平
食
品
工
業
㈱
東
北
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
郡
山
字
東
中
堀
2
0

　
本
市
の
誘
致
に
よ
り
昭
和
4
8
年
、

サ
ン
ヨ
ー
食
品
㈱
東
北
工
場
と
し
て

即
席
麺
の
生
産
を
開
始
し
、
そ
の
後

営
業
部
門
と
製
造
部
門
を
太
平
食
品

工
業
㈱
と
改
称
し
ま
し
た
。

　
原
材
料
は
サ
ン
ヨ
ー
食
品
㈱
が
仕

入
れ
、
加
工
は
太
平
食
品
工
業
㈱
、

販
売
は
サ
ン
ヨ
ー
食
品
販
売
㈱
と
分

業
し
て
い
ま
す
が
、
会
社
名
は
↓
切

マ
ス
コ
ミ
に
は
出
し
て
お
ら
ず
、
全

て
『
サ
ッ
ポ
ロ
一
番
』
と
い
う
ブ
ラ

ン
ド
名
で
通
し
て
い
る
の
で
社
名
か

ら
は
何
を
造
っ
て
い
る
工
場
か
わ
か

ら
な
い
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
．
睡『■i■蝦

麹
．
旨

罰
亀

儀贋　
聯

鱈

市

8
月
2
9
日
㈹
　
登
別
市
訪
問

　
民
間
の
交
流
団
体
で
あ
る
「
自
石

登
別
親
善
交
流
会
」
が
、
渡
辺
会
長

を
先
頭
に
、
会
と
し
て
初
め
て
登
別

市
を
訪
れ
る
の
に
同
行
す
る
。

　
今
ま
で
は
、
主
に
行
政
サ
イ
ド
の

事
業
を
視
察
き
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

今
回
は
、
商
工
会
議
所
で
の
懇
談
や

地
獄
ま
つ
り
へ
の
参
加
な
ど
、
登
別

市
の
民
間
活
動
を
見
学
し
た
。
室
蘭
、

苫
小
枚
な
ど
へ
の
買
物
客
の
流
出
や

大
型
店
対
策
な
ど
商
業
者
の
か
か
え

る
悩
み
は
同
じ
も
の
と
痛
感
す
る
．
、
．

　
夜
、
登
別
温
泉
と
姉
妹
温
泉
を
提

携
し
て
い
る
草
津
町
の
山
本
町
長
、

中
浜
登
別
市
長
、
上
田
商
工
会
議
所

会
頭
、
南
観
光
協
会
長
（
有
名
な
第

一
瀧
本
館
の
経
営
者
）
な
ど
と
会
食
。

南
会
長
が
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
「
新
し

く
会
長
に
就
任
し
た
ら
地
獄
ま
つ
り

の
初
日
に
雨
が
降
っ
て
し
ま
っ
て
申

し
わ
け
な
い
。
責
任
を
と
っ
て
会
長

を
辞
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

ジ
ョ
ー
ク
交
り
に
話
し
た
の
で
、
私

も
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
8
・
5
豪
雨

の
と
き
は
、
仙
台
で
四
百
ミ
リ
以
上

の
降
雨
が
あ
っ
た
が
、
臼
石
は
三
百

ミ
リ
弱
で
し
た
．
．
ど
う
も
私
と
一
緒

に
残
り
の
百
ミ
リ
が
登
別
ま
で
追
い

か
け
て
き
た
ら
し
い
．
，
．
私
は
翌
朝
早
，
＼

帰
白
し
ま
す
の
で
、
あ
し
た
は
き
っ
と

快
暗
で
し
ょ
う
」
と
答
え
て
お
い
た
。

9
月
1
日
㈲
　
板
垣
市
長
と
交
信

　
札
幌
市
の
総
合
防
災
訓
練
が
、
本

年
は
白
石
区
流
通
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
昨
年
に
続
い
て
通
信
衛
星
を

使
っ
た
通
話
先
に
本
市
が
選
ば
れ
た
。

　
板
垣
市
長
か
ら
「
8
・
5
豪
雨
」

の
お
見
舞
を
受
け
、
私
か
ら
は
せ
っ

か
く
臼
石
区
の
ふ
る
さ
と
祭
り
に
ご

招
待
を
い
た
だ
い
た
が
、
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
の
た
め
訪
札
で
き
な
か
っ
た
お

わ
び
と
、
ミ
ス
白
石
一
行
の
訪
白
の

お
礼
を
申
し
あ
げ
る
。

　
3
目
伽
　
6
号
ト
ン
ネ
ル
起
工
式

　
国
道
一
二
二
号
・
小
原
六
号
ト
ン

ネ
ル
の
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
改
良
工
事
が
臼
石
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
を
祈
念
す
る
。

　
5
日
㈹
　
宮
城
県
市
長
会
（
角
田
市
）

　
6
日
出
　
J
・
C
（
日
本
青
年
会

　
　
　
　
　
議
所
）
東
北
地
区
大
会

　
J
・
C
東
北
地
区
大
会
が
、
国
立

青
少
年
野
営
場
で
開
か
れ
た
．

　
今
ま
で
に
例
の
な
い
野
外
で
の
開

催
で
あ
る
。
新
し
い
企
画
に
い
ど
ん

だ
白
石
J
・
C
諸
君
の
勇
気
と
努
力

に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
。

　
し
か
し
裏
を
か
え
せ
ば
、
二
千
入

を
収
容
で
き
る
施
設
が
な
か
っ
た
た

め
の
苦
肉
の
策
で
も
あ
る
。
二
十
一

世
紀
を
目
前
に
、
本
市
の
都
市
基
盤
の

整
備
は
ま
き
に
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

　
9
日
㈹
　
第
二
百
二
十
一
回
市
議

　
　
　
　
　
会
定
例
会
開
会

　
1
3
日
出
　
白
石
ス
キ
ー
場
起
工
式

　
京
成
臼
石
開
発
か
ら
N
C
C
に
民

営
移
管
し
て
約
十
ヶ
月
、
ス
キ
ー
場

拡
充
の
た
め
リ
フ
ト
・
コ
ー
ス
新
設

工
事
の
起
工
式
が
行
な
わ
れ
た
。
長

さ
千
三
百
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
の
新

設
、
高
連
ベ
ア
リ
フ
ト
ニ
基
、
五
百

二
十
台
収
容
の
駐
車
場
な
ど
の
建
設

に
約
四
億
円
が
投
じ
ら
れ
る
。

　
青
森
営
林
局
、
白
石
営
林
署
、
県

観
光
課
の
ご
好
意
と
ご
指
導
に
よ
り
、

や
っ
と
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
、
肩
の

荷
を
お
ろ
し
た
感
が
す
る
。

　
臼
石
ス
キ
ー
場
が
ま
す
ま
す
発
展

し
、
本
市
観
光
の
起
爆
剤
と
な
る
こ

と
を
心
か
ら
祈
る
、
．

6

　
日
本
で
は
年
間
、
即
席
ラ
ー
メ
ン

を
妬
億
食
消
費
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
『
サ
ッ
ボ
ロ
］
番
』
が
占
め

る
割
合
は
約
肥
％
で
1
0
億
食
．
そ
の

う
ち
東
北
工
場
で
1
億
食
分
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
ヒ
ッ
ト
商
品
は
「
サ
，

ポ
ロ
一
番
み
そ
ラ
ー
ズ
ン
」
、
み
そ
ラ

ー
メ
ン
の
約
7
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

「
昧
の
サ
ン
ヨ
ー
と
業
界
か
ら
い
わ

れ
て
い
る
の
で
、
今
後
と
も
品
質
管

理
を
十
分
に
し
、
さ
ら
に
お
い
し
い

即
席
ラ
ー
メ
ン
を
製
造
し
て
い
く
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
み

そ
ラ
ー
メ
ン
に
つ
い
て
い
る
8
～
9

グ
ラ
ム
の
ス
ー
プ
に
32
種
頓
の
原
料

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
」
「
即
席
ラ
ー
メ

ン
は
油
で
揚
げ
る
の
で
酸
化
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
安
定
の
よ
い

油
と
空
気
を
通
き
な
い
包
装
に
よ
り

こ
の
間
題
を
ク
リ
ア
ー
し
で
、
い
ま
す
」

と
伊
藤
工
場
長
さ
ん
。

　
よ
い
原
料
、
よ
い
設
備
、
よ
い
生

産
工
程
と
優
れ
た
技
術
を
も
つ
従
業

員
で
「
昧
の
サ
ッ
ポ
ロ
一
番
」
を
守

り
、
商
品
開
発
と
生
産
に
と
り
く
ん

で
い
る
太
平
食
品
工
業
㈱
東
北
工
場

『
い
ま
］
番
売
れ
て
い
る
商
品
が
一

番
お
い
し
い
』
と
の
こ
と
、
ゴ
参
考
に
〃

呪
隔

．
￥
』

り，

・
、
寡
集
嘱

』
　
F

一
∬
薦
▲

　
　
　
　
　
　
－
　
島

札幌市の板垣市長と交信

ζ
　
ず

　◆：
：◆：ウ：9ゆ“◎◆ψ・♂貿

〆ド

｛
η
レ

望
「
そ

ヨ

∫
片
㌧
、

．

葉
曳
自
厚
4

達
愛
躍

　
げ
ぐ

話題を追って　　　　　◆：　　　　◎：・：　　　：◆：　　：Φ：◆　中；。；要：・：：◎

』　顧曝讐・』・諏　　一’F、、、こ［7

　「おっ．ヴいい球……」
　　（9月14日・15日白石市長杯少年野球秋季大会）

　　　　　齢饗』

衝
編

　
劣
瀞
玩

》
藏

中
畿
．

／

「列をみださず左側を…」わんぱくサイクリング
　　　　　　　　　　19月15日わんぱく少年教室）

　　　 ●
、
長 初寿⑧

　　　　へヘド　　　　　　　ヘし　　ロ　　　　　　　　　　ド　　　ロユ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドロ　リ　　　ず　　　　　　　　　ず　　　　 　り

　　　　蚕　一

　　　　　　」　　　　　？　　　　　F　　　　　F

　　　　　　諸、」総　』’チ

‘「

葦r．

諦
－

＼
、
｝麗舜

告，、儀、F

溜

　　　『r艶藩・岬．二2’1「こんなに押して大丈夫かしら？」
　（9月14日応急処置講習会）

●

9月13日白石地区敬老会
一
尋

●
含

魂｝灘

＼圏齢』
得
』、葦

、

　「ガンバレラストスパート！ノ」
　　　（8月30日白川小水上子どもまっり）

白石市の最長寿　村上とくさん（107才）
　　　　　　　　　（9月14日敬老祝金贈呈
置＿羅裟　』鎚騒」．L．

・

）
置
噂

「おじいちゃん、おばあちゃん長生きしてネ」
ひかり幼稚園児の演技（9月10日八宮荘敬老会1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
　「よ一し！今年こそは優勝だ…」
　　　（9月19日白石刈田地区中体連駅伝競争大会）
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消
費
者
が
正
し
く
商
品
を

　
　
　
　
　
　
　
選
択
で
き
る
基
準
で
す

　
わ
た
し
た
ち
が
買
い
物
を
す
る
と

き
、
何
を
基
準
に
商
品
を
選
ぶ
で
し

ょ
う
か
。
広
告
や
商
品
の
。
ハ
ッ
ヶ
i

ジ
に
書
か
れ
た
文
字
な
ど
を
目
安
に

す
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
広
告
な
ど
が
消
費
者
に
誤

解
を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
表
示
だ
っ

た
ら
…
…
。

　
公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
虚
偽
・

誇
大
な
表
示
や
過
大
な
景
品
を
自
粛

し
て
も
ら
う
た
め
、
業
界
が
設
定
し

た
自
主
規
制
ル
ー
ル
を
公
正
競
争
規

約
と
し
て
認
め
、
商
品
の
公
正
な
競

争
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
現
在

百
二
十
七
種
類
の
規
約
が
認
め
ら
れ
、

対
象
業
種
は
食
料
品
か
ら
不
動
産
ま

で
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
実
際
ど
の
よ
う
に
自
主
規
制
し
て

い
る
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

劉
事
例
肖

　
最
近
の
焼
酎
ブ
ー
ム
で
「
に
ん
じ

ん
焼
酎
」
や
「
く
り
焼
酎
」
な
ど
が

出
回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
に
ん

じ
ん
や
く
り
か
ら
は
焼
酎
は
作
れ
ま

せ
ん
。
実
際
は
に
ん
じ
ん
や
く
り
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
使
い
香
り
を
つ
け
て

い
る
の
で
す
。

　
こ
の
ま
ま
の
表
示
で
す
と
、
ラ
ベ

ル
を
見
て
本
当
に
に
ん
じ
ん
や
く
り

で
で
き
た
焼
酎
だ
と
思
っ
て
買
っ
て

し
ま
う
消
費
者
が
で
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
「
焼
酎
乙
類
の
表
示
に
関

す
る
公
正
競
争
規
約
」
で
は
、
「
く
り

焼
酎
」
「
に
ん
じ
ん
焼
酎
」
と
表
示
す

る
場
合
は
、
商
品
名
と
同
一
視
野
内

に
、
く
り
や
に
ん
じ
ん
の
原
材
料
の

使
用
比
率
を
明
記
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
ま
し
た
。

表
示
や
マ
ー
ク
を

　
買
い
物
の
目
安
に

を
せ
ず
に
正
し
く
商
品
が
選
択
で
き

る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
が
公

正
競
争
規
約
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
せ

っ
か
く
の
商
品
選
択
基
準
も
．
宝
の

も
ち
腐
れ
”
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
次
の
こ
と
を
ぜ
ひ
覚
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

▽
規
約
の
種
類
に
よ
っ
て
は
「
公
正

　
マ
ー
ク
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。
例

　
え
ば
牛
乳
の
場
合
、
キ
ャ
ッ
プ
や

　
。
ハ
ッ
ク
に
、
生
め
ん
は
パ
ッ
ク
や

　
袋
に
つ
い
て
い
ま
す
。

▽
商
品
に
表
示
し
て
あ
る
の
で
は
な

　
く
、
肉
屋
の
店
頭
な
ど
に
「
公
正

　
マ
ー
ク
」
が
つ
い
て
い
る
場
合
も

　
あ
り
ま
す
。

　
消
費
者
の
方
は
商
品
を
買
う
前
に
、

表
示
や
マ
ー
ク
を
よ
く
確
め
、
正
し

い
選
択
の
基
準
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
注
・
”
公
正
マ
ー
ク
”
は
各
業
界
て
決

　
　
め
ら
れ
た
も
の
で
、
統
一
さ
れ
た

　
　
マ
ー
ク
て
は
あ
り
ま
せ
ん
．

正
し
い
計
量
・
豊
か
な
暮
ら
し

　
今
年
度
の
計
量
器
定
期
検
査
が
、

十
月
十
三
日
か
ら
二
十
日
ま
で
市
内

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
、
今

後
の
商
取
引
き
に
使
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
必
ら
ず
検
査
を
受
け
て

《
計
量
器
定
期
検
査
》

！
・
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
ま
で

　
費
五
－
二
一
一
二
内
線
三
三
六
）

▼
光
電
式
は
か
り
の
運
搬
は
、
特
に

　
ご
注
音
心
く
だ
さ
い
。
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こ
の
よ
う
に
、
公
正
競
争
規
約
は

消
費
者
が
商
品
を
買
う
場
合
、
誤
解

気》

ダ

評
蕃
噌
㌔

ザ
懲
　
　
　
も

～
　
　
亀
ち

　
3
！

◎
9

議
ρ
蕊
．

奪
　
　
毒

・
発
、

程日査

縫9
rプ　拷’
卜、　亀　ノ

俺
丸
蜥

検

検査場所区地象対間時日月

越河公民館河越10：30～12：00

斎川公民館”1斎13：30～14：30

10月13日㈲

大平公民館平大10：30～12：00

小原公民館原
ノ』・

13：30～14：30

10月14日（却

大鷹沢公民館沢鷹大10：30～12100

白川公民館1【1白13：30～15：00

10月15日（水1

福岡公民館岡福10：30～12：00

所役市

〃

〃

白石（南町・田町・本町・中町・長町

　　亘理町）

白石（短ヶ町・新町・西益岡・中益岡
　　東益岡・清水小路・寿町・柳町

自石（本郷1、2、3、4・鷹巣・上郡
　　山・郡山・小下倉）

13：30～15：00

10月16日休1

10：30～15：0010月工7日1金）

10：30～15：0010月20日1月〕

⑳
瑚
8
㊥
鳴

ヒ
』
ヌ
堅
、
ミ
リ
　
　
プ

ぎ
、蝿レ

、室純子さん（小原〕

四
材
料
】
　
（
6
号
の
ア
ル
ミ
ケ
ー
ス

　
　
　
　
　
m
～
1
5
個
分
）

　
さ
つ
ま
い
も
㎜
9
、
バ
タ
ー
5
0
9
、

加
糖
練
乳
大
さ
じ
ー
、
砂
糖
m
9
、

卵
黄
2
個
分
。

【
作
り
方
】

①
さ
つ
ま
い
も
は
洗
っ
て
、
皮
ご
と

　
ふ
か
し
ま
す
。
蒸
器
が
な
け
れ
ば

　
ゆ
で
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

②
さ
っ
ま
い
も
は
皮
を
む
い
て
つ
ぶ

　
し
て
お
き
ま
す
。

③
バ
タ
ー
を
弱
火
に
か
け
て
溶
か
し

　
②
の
さ
つ
ま
い
も
に
加
え
ま
す
。

④
③
に
練
乳
、
砂
糖
、
卵
黄
渥
個
分

　
を
加
え
よ
く
混
ぜ
ま
す
。

⑤
④
が
冷
め
た
ら
、
ア
ル
ミ
ケ
ー
ス

　
の
形
に
合
わ
せ
て
俵
型
に
ま
と
め

恥議
＿　搾

　　ψ
　　　　　　　　へ

Ll

しレ　

　
ま
す
（
こ
の
と
き
手
を
水
で
ぬ
ら

　
し
て
固
め
る
と
や
り
や
す
い
）
。

⑥
ケ
ー
ス
に
入
れ
た
ら
残
り
の
卵
黄

　
を
溶
き
）
、
さ
つ
ま
い
も
の
上
に
は

　
け
で
ぬ
る
。
謝
度
の
オ
ー
ブ
ン
で

　
2
0
分
間
ぐ
ら
い
、
お
い
し
そ
う
な
焦

　
げ
目
が
つ
く
ま
で
焼
き
ま
す
（
オ

　
ー
ブ
ン
に
よ
っ
て
時
間
が
違
っ
て

　
く
る
）
。
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で

　
も
同
じ
よ
う
に
作
れ
ま
す
。

H
い
も
類
”

　
い
も
類
が
主
食
と
し
て
尊
重
さ
れ

た
の
は
、
わ
が
国
で
は
食
糧
事
情
の

わ
る
か
っ
た
時
代
で
し
た
が
、
今
で

も
穀
類
の
た
り
な
い
国
で
は
、
主
食

と
し
て
食
べ
ら
れ
る
重
要
な
作
物
で

す
。　

い
も
頬
は
大
部
分
が
で
ん
ぷ
ん
で

穀
類
と
同
様
、
熱
量
源
と
さ
れ
ま
す

が
、
一
方
で
は
野
菜
と
共
通
な
繊
維
、

ビ
タ
ミ
ン
C
の
供
給
源
と
し
て
も
無

視
で
き
ま
せ
ん
。
い
も
類
の
ビ
タ
ミ

ン
C
は
加
熱
や
水
洗
い
な
ど
に
よ
る

調
理
損
失
が
少
な
い
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

　
さ
ら
に
ミ
ネ
ラ
ル
は
塩
基
性
の
も

の
が
多
い
の
で
、
肉
類
、
魚
類
と
組

み
合
わ
せ
る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。

い
も
額
の
た
ん
白
質
は
、
量
的
に
は

少
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
ア
ミ
ノ
酸

組
成
は
人
間
に
必
要
な
必
須
ア
ミ
ノ

酸
を
含
む
の
で
か
な
り
良
質
で
す
。

　
わ
が
国
で
古
く
か
ら
〃
い
も
”
と

い
っ
て
い
た
の
は
、
さ
と
い
も
、
や

ま
い
も
の
こ
と
で
す
が
、
そ
の
後
さ

つ
ま
い
も
、
じ
ゃ
が
い
も
が
渡
来
し

て
栽
培
き
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在

で
は
じ
ゃ
が
い
も
、
さ
つ
ま
い
も
が

食
生
活
の
中
で
大
き
な
比
重
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
加

工
原
料
と
し
て
も
広
く
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

消費生活モニター調査結果
昭和61年9月1日年9月1日　白石市

　　備　　考
上昇品目：小麦粉、

マーガリン、バター、

ラップ

下降品目：サラダ

油、牛乳、ティ・ソシ

ユペーパー、プロパ

ンガス、灯油、レギ

ュラーガソリン、車至

油、重油

横ばい品目：砂糖、

しょうマ由、食パン、

カレーライス、理髪

料、パーマネント料

調査日

対前月価烙比

　　　一％

1．7

0．4

△

　0．5

△2．9
40，9

△3，2

　2，4
△0．2

1．8

1．7

0．8

1．2

7．7

△

△

△

△

△

前月平均価格

　　　　275円

　　　　268

　　　　409

　　　　223

　　　　151

　　　　205

　　　　238

　　　　274

　　　　158

　　　　208

　　4，747

　　　　457

　　1，600

　　5，412

　　1，071

　　！，09S

　　　　123

　　　　　83

　　　　　65

平均　値
　　　　275円

　　　　268

　　　　402

　　　　224

　　　　151

　　　　206

　　　　231

　　　　386

　　　　153

　　　　213

　　4，736

　　　　457

　　1，600

　　5，412

　　1，052

　　1，079

　　　　122

　　　　　82

　　　　　60

最低値
　　　　258円

　　　　250

　　　　330

　　　　208

　　　　150

　　　　185

　　　　198

　　　　378

　　　　118

　　　　150

　　4，500

　　　　450

　　1，500

　　5，000

　　1。008

　　1，008

　　　　115

　　　　　75

　　　　　40

最　高　価

　　　　288円

　　　　300

　　　　445

　　　　240

　　　　160

　　　　235

　　　　260

　　　　395

　　　　180

　　　　248

　　5，Q70

　　　　500

　　1，700

　　5，800

　　1，ユ30

　　1，150

　　　　135

　　　　　93

　　　　　70

　　螢名守丙　・　規季各

上　白　糖　　　　1kg
上級濃ロポリ容器入り1召

ポリ容器入り　　　7009

薄力　粉　　　　1kg

並　　　食　　　　1袋

ソフトカルトン入り2259

紙容器入り　　　1，000cc

カルトン入り　　　2259

400枚　紙箱入り

幅30cm・長さ20m

10㎡（気体）

並　　食　　一　　皿
小学生調髪（洗髪を含む）

コールド（ショートカット）

（店頭価格　　18の

（配達料込み　18ぞ）

1ぜ　　　現　　　　金

1乏　　　現　　　金

1召　　　現　　　　金

　品　 名

1．砂　　糖

2．しょう油

3．サラダ油

4．小麦粉
5。食パ　ン
6．マーガ’リン

7，牛　　乳

8．バ　タ　ー
9，テで，シュペーパー

10．ラ　ノ　プ
11．　プロパンガス

12，カレーライス

13．理髪料
14。パーマネント料

￥由15，灯

16，レギュラーかノIlン

17，軽　　　油

18．A　重　油
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自
然
を
大
切
に
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
王
自
然
保
護
協
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
六
一
郎
氏
（
6
5
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
字
白
石
沖
脚
の
↑

　
ブ
ナ
が
白
石
市
の
市
の
木
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
ご
存
知
の
こ
と
で

し
ょ
う
。
蔵
王
連
峰
の
ブ
ナ
林
が
、
戦
後
の
復
興
の
た
め
に
乱
伐
さ

れ
、
わ
ず
か
に
不
忘
山
か
ら
後
鳥
帽
子
岳
に
か
け
て
残
存
す
る
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七
年
二
月
、
前
市
長
の
関
谷

宗
一
氏
に
よ
っ
て
、
緑
の
ダ
ム
と
い
わ
れ
る
ブ
ナ
を
守
り
、
垂
清
沢

の
水
資
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
こ
の
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
会

員
は
、
「
何
よ
り
も
自
然
が
あ
っ
て
の
人
問
で
あ
る
」
と
い
う
自
覚
の

も
と
自
然
観
察
会
、
機
関
紙
「
ブ
ナ
」
の
発
行
な
ど
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　
蔵
王
の
面
積
は
広
大
で
す

か
ら
、
道
路
の
一
つ
ぐ
ら
い

造
っ
て
も
影
響
が
な
い
だ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
生
態
系
に
与
え
る
影
響

“
一
き

隔囲■團剛剛騒暉磁詣

馨

は
甚
大
な
の
で
す
。
木
を
伐
れ
ば
、

林
内
に
射
し
こ
む
太
陽
の
光
の
量
が

変
わ
り
、
湿
度
を
好
む
地
衣
植
物
の

生
活
環
境
が
壊
さ
れ
、
共
生
す
る
微

生
物
の
生
き
る
場
を
も
奪
っ
て
し
ま

、の・煽ぞ

い
ま
す
。
さ
ら
に
道

路
建
設
に
よ
っ
て
地

面
が
分
断
さ
れ
、
雨

が
降
れ
ば
土
砂
の
流

出
、
河
川
の
汚
濁
、

地
下
水
脈
の
変
化
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

が
で
て
き
ま
す
。
道

路
が
で
き
れ
ば
、
老

人
で
も
車
で
訪
れ
て

風
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
便
利
に

な
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
排
気
ガ

ス
は
微
弱
な
生
物
に
害
を
与
え
、
ゴ

ミ
の
投
げ
捨
て
な
ど
で
、
大
切
な
風

景
き
え
も
こ
わ
し
て
し
ま
い
ま
す
Q

　
「
人
の
手
の
入
ら
な
い
自
然
、
生
態

系
の
バ
ラ
ン
ス
の
保
た
れ
た
自
然
を

次
代
の
人
た
ち
に
残
し
て
ゆ
く
こ
と

が
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
責
務
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
「
人
手
に
よ
る
ダ
ム
の
建
設
よ
り
も

自
然
の
ダ
ム
、
緑
の
ダ
ム
、
特
に
ブ

ナ
を
代
表
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
の

ダ
ム
と
し
て
の
役
割
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
鈴

木
会
長
さ
ん
。

　
自
然
を
生
か
し
た
開
発
に
よ
り
、

残
き
れ
た
少
な
い
自
然
を
守
り
な
が
．

ら
白
石
の
良
さ
を
多
，
『
、
の
人
々
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
「
開
発
と
保
護
」
と
は
相
反
す
る

両
極
の
行
為
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、
特
に
こ
れ
か
ら
は
両
立
す
る
よ

う
十
分
に
配
慮
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
現
在
、
全
国
各
地
に
お
い
て
自
然

保
護
運
動
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い

る
の
は
、
一
度
失
な
っ
た
自
然
の
復

元
に
は
長
い
時
間
が
必
要
と
さ
れ
る

か
ら
で
す
。

　
協
会
で
は
今
、
『
蔵
王
の
ブ
ナ
と
水

を
守
る
運
動
』
を
展
關
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
協
力
を
〃
”

　
片
倉
氏
が
自
石
城
主
に
な
っ
た
の

は
慶
長
七
年
暮
（
↓
六
〇
一
一
）
で
、

以
後
慶
応
四
年
ま
で
二
六
六
年
間
十

　
一
代
に
わ
た
っ
て
臼
石
に
君
臨
し
た
。

初
代
景
綱
。
あ
ま
り
に
も
有
名
、
政

宗
の
片
腕
的
存
在
で
一
万
三
千
石
の

．
犬
身
の
始
祖
と
し
て
智
勇
兼
備
の
名

将
。
し
か
し
・
日
石
に
き
て
か
ら
健
康

を
害
し
（
中
風
？
）
活
躍
で
き
な
か

っ
た
。
五
十
九
歳
で
死
去
。
二
代
重
長

　
〔
初
名
重
綱
）
。
白

石
の
殿
様
と
し
て
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眈
一

盤
石
の
基
礎
を
固

め
た
武
将
。
大
坂

夏
の
陣
の
武
功
で

天
下
に
勇
名
を
は

せ
た
。
彼
の
と
き

「
↓
家
」
の
格
を

与
え
ら
れ
た
。
三

代
景
長
。
重
長
に

は
男
子
が
な
く
外

孫
の
三
之
助
が
相

続
し
た
．
、
堅
実
な

コ　　　　　　　丁　　　　　史　　　L
　　二郷

一
時
吉
岡
伊
達
家
か
ら
村
信
を
迎
え

た
が
実
家
に
も
ど
り
代
数
に
入
れ
な
い
。
）

七
代
杜
廉
は
武
勇
を
好
ん
だ
殿
様
で
、

領
内
を
隈
な
く
巡
視
し
た
の
は
こ
の

殿
様
だ
け
で
あ
る
。
伊
達
吉
村
の
娘
、

郷
姫
を
も
ら
っ
て
伊
達
家
の
姻
戚
と

な
っ
た
。
街
力
を
好
み
力
士
を
多
く

抱
え
て
い
た
。
八
代
檸
典
も
な
か
な
’

か
の
名
君
で
藩
の
奉
行
を
勤
め
、
藩

が
幕
府
か
ら
エ
ゾ
地
警
備
を
命
じ
ら

　
　
　
　
　
　
　
れ
た
際
、
藩
兵
派

　
　
　
　
　
　
　
遣
を
主
管
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
功
で
一
万
八

⑱

守
成
の
へ
で
家
臣
団
の
統
制
、
軍
備

編
成
、
領
内
民
政
の
整
頓
な
ど
仙
台

藩
南
境
の
「
お
塘
守
り
」
の
実
績
を

据
え
た
。
伊
達
騒
動
（
寛
文
事
件
）

の
後
始
末
を
幕
府
か
ら
特
命
さ
れ
、

家
老
と
し
て
事
件
の
円
満
収
拾
を
し

た
。
五
十
二
歳
で
死
去
し
た
が
、
愛

宕
山
に
廟
所
を
造
っ
た
の
も
こ
の
殿

様
で
あ
る
。
四
代
村
長
、
五
代
村
休

い
ず
れ
も
病
弱
で
早
死
（
六
代
目
に

と
な
り

苦
心
し 　

　
　
　
　
千
石
に
加
増
さ
れ

　
　
　
　
　
た
。
中
風
に
か
か

　
　
　
　
　
り
六
十
五
歳
で
死

　
　
　
　
　
去
。
九
代
景
貞
は

　
　
　
　
　
父
村
典
と
と
も
に

　
　
　
　
　
俳
人
と
し
て
知
ら

　
　
　
　
　
れ
、
有
名
な
松
窓

　
　
　
　
　
乙
一
一
の
弟
子
。
十

　
　
　
　
　
代
宗
景
は
幕
末
混

　
　
　
　
　
乱
期
に
藩
の
奉
行
・

　
　
動
揺
す
る
藩
論
の
統
一
に

　
　
藩
主
慶
邦
に
随
っ
て
上
洛
、
一

　
ヤ 様殿の代歴　

、

孝
明
天
皇
岩
清
水
参
拝
行
幸
の
警
備

を
担
当
し
武
門
の
誉
れ
を
あ
げ
た
。

十
一
代
邦
憲
は
最
後
の
殿
様
で
、
明

治
二
年
礫
別
郡
〔
現
登
別
市
）
支
配
を

命
じ
ら
れ
、
家
臣
団
を
北
海
道
に
送

っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
大
部
分
の

殿
様
は
邑
主
と
し
て
実
績
を
残
し
た

と
思
う
。
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

プ0

イ
ド
ル

わが家のア
、
鞭
、

瀞

岬
ノ

愈

畷
■

割
8

鍬
｛
携
ノ

㌧
ら
r

松野　千恵ちゃん（小原1

　二・彦さん、澄子さんの長女

ママからひとこと

“伸び伸びと

　　　素直に育ってネ”

「
花
火
」

　
高
橋

真
里
子
（
自
【
小
2
年
）

　
　
　
皿
溜
柑

　
　
　
φ
敷

　
　
　
職
〆
・

　
　
　
雲
夕
脳

　
　
　
　
ー
瑠

　　　
　
「
♂
ら

　
釦
‘

勇
三
－
拶
旨

興
－
κ
ソ

「友だち」

　山村誠（福岡小3年）

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
自
石
市

字
桜
小
路
3
5
当
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
壇

出
穂
お
そ
き
田
を
め
ぐ
り
来
て
夕
暮
の
畦
道
に
聞
く

遠
き
盆
唄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

訪
う
事
も
儘
な
ら
ざ
り
き
兄
弟
の
眠
る
比
島
は
如
何

に
あ
る
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

山
あ
い
を
流
る
る
滝
の
飛
沫
う
け
あ
ま
た
飛
び
交
ふ

岩
燕
兄
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岡
ゆ
う
子

日
本
の
農
業
を
守
れ
と
叫
び
つ
つ
わ
れ
も
デ
モ
す
る

杜
の
都
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

台
風
の
爪
跡
の
こ
し
姉
の
家
冠
水
の
ま
ま
盆
を
迎
へ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

玉
の
露
葉
先
に
宿
し
出
穂
終
へ
し
稲
田
を
見
れ
ば
心

き
や
け
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

泊
樺
の
根
方
覆
ふ
ご
と
磯
つ
つ
じ
小
さ
き
花
の
強
！
・

愛
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

濁
流
に
押
し
流
さ
れ
ず
沢
端
の
鯉
は
泳
ぎ
て
姿
現
わ

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
澄
子

つ
や
や
か
な
初
成
り
の
茄
子
形
良
く
お
皿
に
乗
せ
て

写
生
楽
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

な
に
げ
な
く
つ
く
る
惣
菜
は
亡
き
母
の
味
に
に
て
き

し
と
な
つ
か
し
み
を
り
　
　
　
　
　
加
藤
　
か
つ

　
　
　
　
「
評
」
　
一
首
目
、
出
穂
の
遅
れ
を
気
に
し
な
が
ら
見

　
　
　
廻
っ
て
来
た
畦
道
に
遠
く
聞
こ
え
る
盆
お
ど
り
の
唄

　
　
　
に
耳
を
か
た
む
け
る
、
秋
の
豊
作
を
念
じ
て
居
一
〇
か

　
　
　
の
よ
う
に
し
み
じ
み
と
し
た
作
品
、
二
首
目
比
島
の

　
　
　
激
戦
に
兄
弟
を
失
っ
た
作
者
は
お
盆
の
め
な
、
り
来
る

　
　
　
た
び
訪
う
こ
と
も
か
な
わ
ぬ
比
島
の
地
に
思
い
を
は

　
　
　
せ
る
。
三
首
目
、
蔵
王
の
駒
草
平
の
展
望
台
か
ら
の

　
　
　
風
景
で
も
あ
ろ
う
か
的
確
な
写
生
歌
で
美
し
い
歌
．
．

　
　
　
◎
市
民
文
化
祭
短
歌
大
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
日
時
十
月
十
九
日
。
詠
草
〆
切
十
一
日
公
民
館
宛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
川
股
兵
三
選

俳
　
　
壇

原
爆
の
な
き
世
を
願
ひ
星
祭
　
　
　
鈴
木
鉄
二
郎

　
　
　
　
〔
評
）
原
爆
の
凍
結
、
廃
絶
の
願
い
は
、
世
界
の
人

　
　
　
々
の
願
い
と
な
っ
て
い
る
Q
伶
者
も
そ
の
r
い
を
星

　
　
　
竹
に
託
し
て
、
星
祭
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。

老
僧
の
影
し
ず
か
な
り
苔
の
花
　
　
佐
藤
　
周
子

　
　
　
　
（
評
）
寺
の
境
内
の
中
を
ゆ
き
き
す
る
忙
し
い
盆
の

　
　
　
僧
で
あ
る
。
苔
の
花
咲
く
墓
所
て
、
老
僧
は
し
ず
か

　
　
　
に
読
経
を
す
る
．
、

大
漁
節
流
し
て
来
た
る
水
爪
売
　
　
石
沢
　
敏
子

　
　
　
　
〔
評
）
カ
セ
ッ
ト
の
民
謡
を
町
々
に
流
し
な
か
ら
、

　
　
　
今
日
も
来
る
水
爪
売
の
景
で
あ
る
。
地
方
の
町
の
風

　
　
　
景
は
ひ
な
び
て
よ
い
．
、
．

か
の
こ
百
合
五
日
遅
れ
て
二
輪
草

露
雨
に
ぬ
れ
て
紫
陽
花
風
情
あ
り

毛
虫
焼
く
夫
焔
を
ふ
り
か
ざ
し

そ
ば
の
花
一
病
持
て
ど
朗
ら
か
に

海
ね
こ
の
乱
舞
に
発
ち
ぬ
観
光
船

ね
ぎ
ご
と
の
二
つ
三
つ
や
星
祭
る

岡
崎
　
澄
子

阿
部
み
さ
子

日
下
　
　
文

高
橋
和
歌
子

鈴
木
　
民
子

三
浦
　
昭
一

千
蘭
盆
の
供
物
に
蟻
の
群
れ
て
を
り
高
子
た
ち
ば
な

　
　
　
◎
十
月
旬
会
は
五
日
に
吟
行
会
の
た
め
中
止
い
た
し

ま
す
．
p
．

鈴
木
貞
二
選

”



　　に爾』やtウ．・室魯講望玉、「

一四ヶ月間かけて

　　　健康的に減量しましょう一

　現代は食生活が豊かになり、ま

た、あらゆる面での省力化がすす

み身体活動が、減少したために肥

満者の増える傾向にあります。そ

こで健康について正しい知識を身

につけていただくための教室を開

きます。ふるってご参加ください。

〉期

〉回

〉会

〉経

レ指

間
数
場
費
導

レ申込み

鋤　嬬
・1｝銃叫薙一　詐艇τ税言；，．一鋳三

〉実施期間　10月27日～12月19日

〉時間　午後6時～9時

〉場所　働く婦人の家

！嘘簡

11月12日～2月20日
6回

白石市健康センター

無料
医師・保健婦・栄養士

10月20日までに保健衛

〉対象　市内在住または在勤の女性

〉定員　30名程度

》申込み受付　10月20日まで

〉受講料無料1ただし材料費は、個人負担

臼 土
寸

日

10月27日（月）

剛6：00～8：00

11月5日（水l

RM6：00～8：00

11月19日（水）

RM6：00～9：00

12月10日（水）

烈6：00～9100

12月19日働
困6：00～9：00

内 容

開講式～
講演
テーマ「白石市の将来の展望」
講演
テーマ「パートタイムの労働と
　　　現状」
料理教室
地場産のチーズを使って
働く婦人のスタミナ料理

短時間で出来上るハート型籐の物
籐手芸教室

入れ皿

（自分で体の苦痛を治す治療、
くらしの健康法）　講義と実技

操体法教室　閉講式

講師名
白石市長

川井　貞一　氏

　
　
氏

業職
　
雄

共
長
幸

公
所

石
定

白
安
関

働く婦人の家講師

畠　　っね先生

働く婦人の家講師

斎藤朋子先生

温古堂診療所

楡金良雄氏

生課保健指導係矧512111（内線137・138）

　r属㍉脅y’陽1‡防為皇芽1

　協力隊では、アジア・アフリカ・

中南米などの開発途上の国々に技

術・技能を身につけた、心身とも

に健全な日本の青年を派遣し、各

国の経済・社会の発展に協力して

います。昭和61年度秋の隊員を次

のとおり募集いたします。

〉資格　満20歳以上35歳までの日

　　　　本国籍を持つ青年男女

レ願書締切　11月30日消印有効

〉説明会日時・場所

　　　　縫期受講釜；募集
働く婦人の家では・定期講座・特別講座の受講生、サークル

　　会員を次により募集します。

章買5期講座
〉開設時間　昼コース午前10時～

　12時　夜コース午後6時～8時

〉申込み受付　昭和61年10月1日

　～10月20日まで働く婦人の家a

　5－5095へお申し込みください。

＞経費　受講料無料（教材費自己負捌

レ託児　満3歳以上就学前までの

　お子さんをお預りいたします。

講　座　名

大正琴講座
着　付　講　座

パッチワータ講座

料　理　講　座

籐手芸講座
フラワーデザイン講座

10月27日 田6時

期　　間

10月～3月

10月～3月

10月～3月

10月～3月

10月～3月

10月～3月

曜　　臼

第2、4（月）

第2、4（月〉

第2、4依）

第2、4（水）

第1、3（木）

第2、4㈹

時　　問
10：00～12：00

18：00～20：00

10：00～12：00

10＝00～12：00

10：00～12：00

10100～12：00

仙台勾当台会館

定員

20名

15

20

25

15

11月14日

11月28日

〃

ウ 〃

なお詳しくは奮03（400）7261

国際協力事業団内青年海外協力隊

事務局　〒150渋谷区広尾4－2－24

15

瀕学寺男lj言葦嬉1羊灸扁製費室コ

〉内容　エポレットスリー，ブのカ

　　　　ーディガン

〉日時　　10月17、19、28、30日の4回コース

憂サー一クル会員募集

〉会費　1，000円（材料代別途）

〉場所　働く婦人の家

〉申込み締切り　10月15日まで

グループ名

しゃくなげ会
シェイプアップ体操

七宝焼サークル

古典文学サークル

着f寸サークル

曜　　日

第2、4　㈹

第1、2、3、4（火）

第1、3　（金）

第2、4　（金〉

第2、4　〔土）

國数

2

4

2

2

2

閥土
寸

10：00～12；00

19：00～21：00

10100～12：00

10：00～12：00

13：00～15；00

ノ3

内　　容
お煎茶

ヨーガをとり入れた
健康体操

銅板を切ってのオリジ
ナルアケセサリー

※詳しくは働く婦人の家岱5－5095へお問い合わせください。

公民館だより
　！．1ノ回磁霞、曳，捧祭

　　　項鵡［、㌧』．一　』　、紅

〉日　時　10月19日（日〉12時30分～

〉会場　自石市中央公民館

レ会　費700円
》申込方法　ハガキに一首と住所

　　氏名・電話番号を明記のうえ

　　市内寺屋敷前25－6　自石市

　　中央公民館へ

＞締切　10月11日仕1必着

〉主　催　白石市文化協会

＞主管仙南歌人会
　各賞があります。ふるってご参

方口ください。

「明日ゆ趨ρ．塵めの翻、謬 遜言1噂r、

　新婚の女性・妊娠中の女性など

これから母親となる方が、育児や

赤ちゃんのかかりやすい病気とそ

の予防などを幅広く学習し、健全

な家庭を築くための学級です。

》期間　10月24日～12月4日〔8回）

〉会場　白石市中央公民館

▼プログラム

〉対象　新婚・妊娠している女性

　　　　その他希望者

》受講料　無料

＞申込方法　10月13日（月）まで中央

　　　　公民館（6－2453）にお申し

　　　込みください。電話でも

　　　結構です。

　仙南2市7町の公民館の絵画教

室や絵画サークルで描かれた作品

の展示です。日ごろの成果をぜひ

ご覧ください。

》期　間　10月24日（金1～26日（日）

　　　　　午前9時～午後4時

》会　場　角田市市民センター

〉主　催　仙南公民館連絡協議会

月　　日
（曜日〉

10月24臼

　働

10月30日

　（木）

11月5日

　〔水）

11月7日

　（金）

11月12日

　1水1

11月20日

　（木1

11月26日

　（水1

12月4日

　休1

開催時問

午後
1：30～

　4：30
午後
1：30～

　3：30

〃

午前
9：30～

　1：30

午後

1130～
　3：30

〃

〃

午後
1：30～

　4：30

学　習　課題

　
活

　
生

　
と
に

式
育
め

　
保
た

講
の
の

　
後
教

開
産
胎

赤ちゃんの心と

　　　知，恵の芽ばえ

夫婦愛と育児

妊娠期、授乳期の

　　　　　食生活

生まれてくる

　赤ちゃんのために

赤ちゃんの

　　病気と予防

ゼロ歳児の教育

家族計画と母体保護

閉　講式

講師　助言者

市保健婦
　　小室たか恵先生
社会教育主事

福島大学助教授

　　河野　義章先生

福島大学助教授

　　河野　義章先生

市栄養士
　　山内あき子先生
社会教育主事

公立刈田綜合病院

　　山谷義博先生

柿崎小児科医院

　　柿崎　六郎先生

元宮城県教育委員

　　自川　雪枝先生

斎藤産婦人科医院
　　斎藤　昌治先生
社会教育主事

秋だから　楽しみたい読書

　　　読書週闇10／27～11／9

　いよいよミじっくり読書モがで

きる季節の到来です。読んでおき

たいあの本、この本。読みたい本

を手にしたとき楽しみは無限に広

がります。

　図書館はあなたの書斎です。

ゆっくり選んで読書の秋をお楽し

みください。

　いま「健康を考える」コーナー

が好評です。巾広く健康を考え、

健康な生活をおくるための知恵と

工夫の本、あれこれ特集していま

す。ご利用ください。

ず；特別体巨 ，，＝i（ノ、ド1べi．

　本の整理と虫干しのため9月30

日（火〉（月末休館日）10月1日（水）～1

10月10日（金）までお休みします。10

月11日（土）から平常どお・り開館いた

します。

　図書館岱6－3004
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、溶5箪2”、1．《代表）． 自石冠搾脚勢箏

1奮秋の川十

　火の元にこ癒意々
　　　　　　しトれせつ
　用水堀の土砂俊澤と補修工事の

ため秋の川干をいたします。各家

庭においても周囲の溝払いなどご

協力くだきい。なお期闘中は特に

火の元に十分気をつけましょう。

〉期問　10月18日〔土）午後6時から

　　　　10月20日〔月1午後5時まで

〉区域　白石土地改良区管轄用水

　　　　路全域

ズ

し
、 国民年金ジ
争国民年金の死亡届・失権届は

　　すみやかに提出1ノましょう”

　国民年金の老齢年金・通算老齢

年金を受けている人が亡くなった

場合、亡くなった日から14日以内

に「国民年金受給権者死亡届」を

提出しなければなりません。

　また、母子年金・準母子年金・

遺児年金・寡婦年金を受けている

人が、結婚したとき、養子になっ

た≧き、18歳に達したときなどの

理由で年金を受ける権利を失った

場合は、すみやかに「国民年金失

権届」を提出することになってい

ます。

　それぞれの届出用紙に必要事項

を記入し、国民年金証書（国民年

金証書を添えることができないと

きは、その旨を明らかにする理由

書）を添えて提出しましょう。

　この届出が遅れたり、提出され

ませんと、亡くなった月または年

金を受ける権利を失った月以降も、

社会保険庁または社会保険事務所

から年金が送金されてしまいます。

もし年金を受け取った場合にはお

返ししていただくことになり、金

額によってはとてもたいへんにな

るだけでなく、その手続きも面倒

になりますので、届出はすみやか

1こ了テし、ましょう。

　詳しくは、市民課国民年金係ま

でお問い合わせください。

命今月は児童手当の支給月『ぐ噂μ

　児童手当は、児童を養育する人

に手当を支給することによって、

家庭生活の安定と次代を担う児童

の健全育成に資することを目的と

する制度です。この児童手当は10

月、2月、6月の3回に分けて前

4ヶ月分をまとめて銀行（農協）

振り込みで支給されますが、今月

がその支給月になります。今月4

日以降、該当する金融機関で受け

とってください。振り込まれてい

ないときは、市民課市民係智5－21

11（内線131）へご連絡・ください。

　また、児童手当は今年6月に改

正されましたが、昭和62年度、63

年度と段階的に制度が変わります

ので、市広報などに注意してくだ

さい。

争検察審査選定

　去る7月31日、仙台検察審査会

において、昭和61年度第3群の検

察審査員・補充員の選定が行われ

ました。その結果、自石市から次

の方が選任され、8月1日から6

ヵ月間検察官のなした不起訴処分

の当否についての審査などにあた

ることになります。

》検察審査員　片平　叩一

　白石市福岡深谷字白山堂6

隣辮鐸鯛

壷1みやぎ手帳1を

　　　　　あっせんします

　宮城県民のために作られ、県下

で広く利用され信頼されている昭

和62年版「みやぎ手帳」　（頒価1

冊ポケット版350円大型版500円）

をあっせんいたします。

　ご希望の方は市役所秘書企画課

留5－2111（内線327）または各事務

連絡所へお申し込みください。

園’86秋の行政相談週間

　一よりよい行政をめざして一

　10月12日（日）から10月18日仕1まで

の1週間は「秋の行政相談週間」

です。

　この期間中、市の行政相談委員

は、いつでも自宅でみなさんから

のご相談に応じています。

　みなさんの日常生活の中で役所

の仕事などについてこまっている

ことはありませんか。なんでも気

軽に行政相談委員にご相談ください。

　　　行政相談委員名簿

氏　名

佐藤きみ子

安藤義一

住 所

臼石市大平森合字上久保53

臼石市字不澄ヶ池71

電話
15旧093

1513450

★次のところでも相談に応じます。

◆行政苦情110番智（022）222－1100

　東北管区行政監察局行政相談課

　（仙台市本町3丁目2－23）

◆仙台総合行政相談所

　／仙台市一番町フォーラス7階）

　定休日の木曜日を除き毎日相談

　に応じています。餐（022）263－6201

ノ5鋤朧則籍勧1動目弄i　II月咽煎　14時撮戸丹ナ垂言羅髄魂†土芸福孔1噺．所「「

　々1一1『F 　 グj夫病う 防’計1 i
　　及ひを三穿q蜀II目匿P ・「

　　狂犬病予防注射及び登録を4月、

　6月に実施しましたが、その際都

　合によひ）注射及び登録を受けられ

　なかった飼主の方に対し、追加実

　施いたしますので最寄りの会場で

　受けてください。

　　なお、場所、実施時間等につい

　ては「狂犬病予防注射及び登録（追

　加）について」のチラシ、健康カ

　レンダーをご覧くださ㌧㌔

　〉日　程　10月14日（火）

　》対象犬　生後9！日以上の犬

　〉経　費　1頭につき4，700円

　※予防注射を受けさせない飼主は、

・狂犬病予防法により3万円以下の

　罰金に処せられます。

　※最近咬傷事件が多発しています。

　放し飼いは絶対しないで・1ださい。

　※日程の都合のつかない飼主の方

　は、次の指定獣医師と事前に日時

　を調整のうえ予防注射を受けさせ

　てください。

好

主
・

口木

注 ㎝所

臼石市字半沢屋敷前73

FI石市斎川字御案内屋敷21

電誘
6－2235

5－5954

・ヤ油費蕪活屡の開催1げ．・1．買

　第16回消費生活展を農業祭と共

催で開催いたします，，今回のテー

マは「契約について考えよう」で

す。同時に「不用品活用会」も開

きますのでお誘い合わせのうえご

来場ください。

〉日時　11月8日（土）9時～16時

　　　　ll月9日（日）9時～14時

〉会場　白石市民会館

　「不用品活用会」へ出品される方

は、希望価格を明記し、10月15日

までに市民課市民係までお持ち1

ださい。

※詳しくは、市民課市民相談係留

5－2111（内線1621／、どうぞ。

たばこは
市内で買いましょう！ノ

1涯ll一自い酢　　い
・

く・轡筋遭隻η－　i｝，㌧1遷・

　農業祭開催10周年を記念し、

ヘリコプターによる市内遊覧飛

行を特別企画しました。遊覧

ご希望の方は次により冷申し込

みください。

》搭乗日　昭和61年11月8日（土）

　　　　　午後1時～午後4時

　　　　　昭和61年ll月9日（日）

　　　　　午前10時～午後3時

》内容　白石第二小学校を基地と

　して、ジェットヘリコプターに

　より3分間飛行する。

〉定員250名

＞料金　大人3，000円中学生以下

　4歳児まで2，500円

〉申込み場所　市役所市民課・農

　林課窓口、各地区事務連絡所、

　農協各支所窓口

〉申込み期限

　昭和61年10月15日（水）（厳守）

※なお、申込み者には後日通知い

たします。

導転作菱㍉機械仕作i業
　研修会のお1、，らゼ

　水田利用再編・次期対策（昭和

62年から転f乍）の重点作物である

麦の機械化作業技術研修会を開催

します。

》日時　10月15日（水）午前9時から

　　　　（雨天のとき20日（励

》会場　福岡大網共同施行圃場内

》内容　麦播種実演及ぴ農機具展示

レ主催　白石市水田利用再編対策

　協議会ほか関係団体

囹第58回白石市民体育大会

レ期日　10月10日（体育の日1

　※雨天のとき12日1日1

》会場　臼二小校庭

レ集合時間　午前8時30分

※市民そろって、気軽に参加さ

れますようお願いいたします。

，
『

㌦
訪

「
コ

㎝
τ

一
』

匪　旧 馴・ 躍　O 囲 聾　薗　自 四　目 冒　爵　薩　日

官公庁だより
剛 囚　憩　q　 g　憩 唱　日 題　自 四 駐　愚　胴 顛

　現金出納帳や経費帳などの帳簿

をきちんとっけ、その帳簿に基づ

いて所得や税額を正しく計算して

申告する入は、所得の計算上「青

色事業専従者給与」や「みなし法

人税課税」など有利な取扱いが受

けられます。これを青色申告とい

い、現在では、商売をして申告し

ている人の半数以上が青色申告を

しています。

　帳簿のつけ方などについてはお

分かン）にならない点がありました

ら、お気軽に最寄りの税務署や税

務相談室または〔財旧本税務協会に

お尋ねください。

ダイヤ改正のおしらせ

白石駅
　国鉄では、11月1日（土）にダイヤ

改正を行います。

　仙台・臼石間には新たに4往復

が増発され、約30分問隔の運転と

なります。また、白石・福島間に

も2往復増発され、大変便利にな

っております。通勤、通学、お買

物などにご利用ください。

舞労災保険療養（補「勘給付の

　請求書の様式か変わります

　労災保険療養の費用の給付事務

は、コンピューダーによるシステ

ム化が図られ、昭和62年！月から

実施することとしております。

　そのため、療養の費用請求書の

様式がコンピューター処理に適し

た、新しい様式（OCR帳票）に

切り替えられますが、記載方法等

について慣れていただくため、昭

和6！年10月から試験的に行うこと

を予定しております。
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カメラ・ニユース

　白石市老人スポーツ大会開かる

　　9月9日、市民体育館において
第14回老人スポーッ大会が開催さ
れ、市内各地区から570人が参加。

　ボール運び、輪投げ競技などに
熱戦が展開されました。結果は、

・優勝：福岡チーム、準優勝1大脾

沢チーム、第三位：大平チーム

休日急患当番医
月　日

10／5
10
12
19
26

11／2
り
O

内 科

三浦クリニック（5）6854

亘理医院（5）8501
大沼医院（5）2502
刈田病院（5）2145
広瀬医院（5）1238
三1甫クリニック　　（5〉6　8　5　4

柿崎医院（5）2210

外 科

刈田病院（5）2145
堤医院〔5）1181
斎藤医院（5）1222

綴
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

刈田病院（5）2145
銭谷医院（5）2010
朝倉病院（5）2101
宮城医院（5）2062

白石スキー場リフト増設

　去る9月13日、リフトとコース
増設の起工式が行われました。

　従来のコースの北側に2本のリ
フトと上級者向けコース（約500m）

と1，300mのコースを新たに造成し、

白石スキー場のイメージの一新を
はかるものです。

　　　　　＼褒

　優勝小原小学校チームガ

　子ども会活動の普及と拡充強化
のため去る8月31日、白二小校庭
で開催された第10回子ども会ソフ
トボール大会に市内10校から12チ

ームが参加し、熱戦が展開されま

した。優勝：小原小、準優勝1大
平小、第三位：自二小A、越河小
　　　　　　　　“1、！1し「準』序・　〕月

※都合により変更になる場合もあります。

　　　　　定例　相

相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

相談日

15

15

15

15

6・25

21

15

15

　
　
金

15

週
添

　
毎
月

リオン

9・24
ニホン
　17

15

15

9

時　問

10：00～

　12＝00

10：00～

　15＝00

10100～

　15：00

10：00－

　15；00
10二〇〇～

　12＝00

10：00～

　13100

9130～
　15：00

10：30～

　15100

10：00－

　15：00

13：00～

　14：00
10：00～

　lllOO

10100～

　15100

10100～

　15：00

10100～

　15：00

場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

自石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

白石市役所1階

消費生活相談室

白石市役所3階

第3会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所2階

第2会議室

談
　　　（10月分）

内　　容

市行政に対する質問、

要望等について、川
井市長が直接相談に
応じます。

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇用
差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常生活上の
困りごと

60歳以上の方の職業
斡旋。来談される方
は事前に福祉協議会

5－2111にご連絡く
ださい。

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売
買に関する税金、法
人の税金などの相談

買物苦情、消費生活
一般

補聴器の修理、調整
など

家庭内の人間関係や
異性との問題等で悩
んでいる女性の方

法律についての困り
ごと

身体障害者薄弱者の
生活、職業、結婚等

ず6

3


